
匝瑳市過疎地域持続的発展計画（見直し素案）に係る意見募集結果 

 

１　意見募集期間 

　　令和７年１１月２７日（木）から令和７年１２月２６日（金）まで 

２　意見募集結果 

（１）意見提出者数　　４人 

（２）意見提出件数　　６件 

（３）意見提出方法　　公共施設に備え付けの意見箱に提出 

３　提出された意見の要旨と市の考え方 

 No. 提出された意見の要旨 市の考え方

 １ ①9 ページ「移住・定住・地域間交流

の促進、人材育成」について。 

・八日市場地域の学生等が野栄地域

の民宿等を用いた臨海学校や職業体

験を行うことで、スポーツ以外にも

地域間住民の交流が図れると良いと

思う。 

・男女カップルのみならず、同性カ

ップル、養子縁組等の家族が移住し

やすい、暮らし続けやすい仕組みや

条例整備を希望する。

　転出の抑制や定住の促進にあたっ

ては、ご意見のように多様な交流を

図り、地域への理解を深めることが、

親しみや愛着を形成する上で重要な

要素であると認識しております。 

　また、同性カップルなど多様な生

き方に対する理解、尊重する気運の

醸成は重要であると認識しておりま

す。 

　頂いたご意見は今後の取組の参考

とさせていただきます。

 ２ ②37 ページ「教育の振興」における 

のさか幼稚園等の跡地利活用につい

て。 

・いじめ等で不登校を選ばざるを得

なかった学生たちの居場所づくりの

ため、フリースクールや自習場所を

設置してはどうか。 

あるいは、成人市民と未成年市民

のさか幼稚園については、福祉分

野や子どもに関連する施設など、公

益性の高い用途に利活用することを

目的に、広く民間事業者などから利

活用に関する提案を募っているとこ

ろです。 

さまざまな理由で登校できない

小・中学生に対しては、個に応じた



 が交流や情報・技術の交換ができる

世代間交流の場としてはどうか。

学習や人間関係づくりなど、教育的

支援活動を行う匝瑳市適応支援教室

（さわやかルーム）を実施している

ところですが、頂いたご意見は今後

の事業を検討する際の参考にさせて

いただきます。

 ３ 野田地区では免許返納等により移

動手段がない高齢者のゴミ出しや買

い物、趣味活動など、生活維持がで

きない。

計画では市民のニーズを踏まえな

がら市内循環バスやデマンド型交通

の利便性向上、地域包括ケアシステ

ムの構築や介護保険サービスの充実

に努めることとしています。 

免許返納者に対する地域交通利用

券の交付や移動スーパーの運行等の

事業を実施しているところですが、

頂いたご意見は今後の事業を検討す

る際の参考にさせていただきます。

 ４ 3～5 年のスパンで見直す位の計画

性なく施設の閉所、閉館について決

定せず、市民ありきの計画となるよ

う意見を聞いてほしい。（フローチャ

ートのような計画立案、実行とその

成果が分かりやすい計画としてほし

い）。

ご意見のように、施設の閉所、閉

館にあたっては施設の利用状況等を

考慮しながら、長期的な視点に立ち

検討する必要があるものと認識して

おります。 

頂いたご意見は今後の取組の参考

とさせていただきます。

 ５ 野栄総合支所は無くさないでほし

い。

野栄総合支所については、将来を

見据えた効率的な行政運営を推進す

るため、一部の業務を市役所本庁へ

集約する見直しを進めております

が、現在のところ廃止する予定はあ

りません。



 ６ 吉崎から国道 126 号線までの自転

車道に草が生え傷んでいる箇所が多

い。もう少し除草してほしい。 

自分もボランティアで草取りを行

っている。

市道については、職員によるパト

ロール、区長や教育委員会等からの

連絡等により通行等に支障のある箇

所を把握し、定期的に業者や職員に

よる除草作業を実施しております。 

全ての市道において除草作業を行

う事は困難であるため、市民の皆様

にもご協力をいただいており、感謝

しております。 

頂いたご意見は今後事業を実施し

ていく上で参考にさせていただきま

す。 

なお、国道、県道については道路

管理者である千葉県海匝土木事務所

へ対応を依頼しております。


